















































































（Treaty on European Union，マーストリヒト条約）による EC (European Commu-
















等が列挙された。こうして EC は，EU として新たな飛躍を図ることとなった
のである。それは必然的に，包括的かつ高度に政治的な EU 対外政策の展開を
不可欠とするものであった。
１９９１年１１月，EC 委員会が ECHO（European Community Humanitarian Office,
EC 人道援助局）の設置を決定したのは，このような新たな外的および内的要
因の顕在化に促されるものであった。それは第１に，これまで対外関係総局





























































で特に注目されるのは，人道援助委員会 (HAC, Humanitarian Aid Committee)
の設置，および包括的な活動評価／見直しに関する規定である。前者に関して
は，第１７条において，欧州委員会の代表を議長とし，各加盟国の代表から構














Disaster)，ひいては自然災害 (Natural Disaster) により思い知らされた冷戦後の
国際社会は，人道援助の緊急性・必要性・重要性を再認識していった。とりわ









たからである。EC からの飛躍を志向する EU にとって，人道援助は，国際社
会の強い警戒心（Superpower/Super State という懸念）を和らげ，Civilian Power





こうして EU は，ECHO を新たなソフト・パワーの主体として位置づけ，
人道援助政策の積極的な展開を模索していった。とはいえその軌跡は，必ずし





































































程 (continuum) として展開されるべきであり，ECHO が担うのは，救済および
復旧の段階である。ECHO は，役割が終了した後は，しかるべく委員会の他
の部局に支援活動を委ねるべきである。この点に関して，ECHO の Exit Strat-
egy，および委員会の他の部局の Entrance Strategy の構築が望まれる。③時機
に適った，キメ細かな人道援助を行うためには，ECHO 諸手続きの改善が不
可欠である。④閣僚理事会は，＜救済・復旧・開発を一体化した枠組み＞



































いてはその中心的主体である開発総局 (DG Development) の抜本的改革に乗り
出した１１）。さらに同委員は，その一環として，ECHO の大幅な改革にも着手し


































ともあれ，こうした錯綜した問題状況に直面して EU は，Emerging Global
Actor としての体制整備を推し進めていった。具体的には EU は，マーストリ
ヒト条約を改訂するアムステルダム条約を締結して（１９９７年１０月調印／１９９９
年５月発効），CFSP に具体的な政策手段（ツ－ル）を付与した。それは ECHO


















European Community’s Development Policy (DPS, Development Policy Statement)






第４章 The European Consensus on Humanitarian Aid
















上に Coherent, Consistent and Comprehensive な人道援助政策の展開を促すもの
でなければならない。（６）人道援助に関する EU のコンセンサスは，２００５年







Consensus on Humanitarian Aid の構築に向けて積み重ねてきた準備作業を評価
する。（２）閣僚理事会との緊密な連携のもとに，欧州委員会がさまざまなステ
ークホルダー（国連諸機関，国際赤十字社／赤新月社，NGO 等）との間に行
った協議の結果，人道性 (humanity)，中立性 (neutrality)，公平性 (impartiality)，
独立性 (independence) が人道援助の基本原理を構成する旨の合意がなされた。
（３）閣僚理事会は，可及的速やかに EU Consensus on Humanitarian Aid が採択
されることを求める。
こうして２００７年１２月，The European Consensus on Humanitarian Aid が，欧
州委員会，欧州議会，閣僚理事会の３者が合意した共同宣言として調印され
た１６）。“Working Together to Help People in Need” という副題のつけられた欧州










































きであり，The European Consensus on Development において謳われた開発協力
の諸原理と密接に連動すべきである。（７）EU は，Policy Coherence，Comple-


















































して採択された The European Consensus on Humanitarian Aid は，EU 対外関係
の全体的な文脈において，どのような役割を担いうるのであろうか。それは，
２００５年ブリュッセル・コンセンサス (The European Consensus on Development)
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